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焼津市立焼津西小学校いじめ防止基本方針 

 

 

【目指す子ども像】 

誰もがかけがえのない存在であり、すばらしい可能性を秘めているという人権

意識をもって、ぼく・わたし・友達の自尊感情を大切にする子 

 

【いじめ対策委員会】 

・構成員→校長、教頭、主幹教諭、生徒指導主任、学年主任、養護教諭、  

     担任、学年職員、特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ＳＣ,SSW（場合によって） 

・活動→基本方針に基づく取組の実施、相談窓口の開設、支援会議で対応の計画を

立てたりケース会議を開いて、具体的対応策を立てたりする。 

【校内研修等】 

・年度当初に子ども理解研修会

を開き、特に配慮すべき児童

を全職員で共通理解する。 

・毎週の打ち合わせ時に全職員

への児童情報共有を図る。 

・主任研修会の内容伝達・普及。 

【PTA・地域との連携】 

・保護者に、自尊感情や人権感

覚を高める必要性を訴える。 

・保護者会や民生委員と語る会

などで、情報交換・意見交換を

する。 

【教育相談体制】 

・SSW、ＳＣ、心の教室相談員

などによる相談体制の確立。 

・学校だよりなどで相談体制を

知らせ、児童や保護者からの

相談を受け付ける。 

 

【関係機関等】 

焼津市教育委員会 

焼津市適応指導教室 

焼津市こども相談センター 

焼津市青少年相談センター 

中央児童相談所 

はるかぜ児童家庭支援センター 

【生徒指導体制】 

＜対策委員会によるケース会議の実施＞ 

・情報の把握・共有、原因・背景の調査、指導の基本方針・実施、保護者等へ連絡  

・被害者、加害者、見ていた子、学年・クラス児童等に必要な指導・支援  

【未然防止の在り方】 

・人間関係づくりﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施し、

他者とのよりよい関係を築き方の

理解を図る。 

・道徳で、いじめに関する価値につ

いて児童にじっくり考えさせる。 

・学級活動や児童会活動などを通じ

て、友達同士が交流する場を企画・

運営する。 

・帰りの会などで一人一人の活躍を

認めるコーナーを開設し、自尊感

情を高める。 

【早期発見の在り方】 

・朝の健康観察や日記などから、児童

の変調の発見に努める。 

・週１回、特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心

に、支援員を含めて子ども支援会議

を開催し、情報の把握・共有に努め

る。 

・心の相談室を開設し、児童の相談体

制を充実させる。 

・全校で、いじめ防止アンケートを年

２回実施し、アンケート結果を全職

員で検証する。 

【早期対応の在り方】 

・いじめの疑いに係わる情報があっ

たときは、すぐにいじめ対策委員

会に報告する。(いじめ報告メモの

活用・支援会議による情報共有) 

・ケース会議を開き、関係児童への事

情聴取、被害児童・加害児童への支

援・指導、保護者への対応を計画す

る。 

・適切な役割分担を行い、実施する。 

・全職員に周知し、教育委員会や関係

機関に報告する。 

【継続支援の在り方】 

・いじめの疑いがあった学級・学年で

は、いじめを感じたとき用のアン

ケートを実施し、いじめの犯罪性

や人権意識を尊重することの大切

さを、指導する。 

・被害者だけでなく加害者も、日々の

行動を見守り、認め・励ますなど、

自尊感情を高める支援を行う。 

・記録を残し、今後の継続支援に生か

す。 

【重大事態】「焼津市いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき、事実確認の結果を直ちに焼津市教育委員会に報告し、連携して対処する。  



焼津市立焼津西小学校 いじめ防止対策年間計画 

月 ① 組織・連携・点検・評価 等 ② 未然防止 ③ 早期発見・対応と継続的支援 
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【Ｐ】いじめ対策委員会① 

 ※組織・活動内容の確認、 

  基本方針・年間計画の作成 

【Ｄ】授業参観・懇談会 

 

【Ｄ】学年学級開き（居場所づくり） 

【Ｄ】こんなクラスにしよう① 

【Ｄ】人間関係づくりプログラム①② 

【Ｄ】道徳授業（節度、自立、礼儀 等） 

【Ｄ】いじめ対策委員会 

  （朝の健康観察や日記などの様子

から早期発見。随時対応） 

【Ｄ】心の相談室開設を保護者に周知 

【Ｄ】支援会議（年間毎週金曜日） 

【Ｄ】保護者面談 

５ 

【Ｄ】子ども理解研修会 

【Ｃ】いじめアンケート実施① 

【Ｄ】人間関係づくりプログラム③④ 

 

【Ｄ】いじめ対策委員会(適宜) 

【D】生徒指導校内研修会 

６ 

【Ｄ】民生委員と語る会 

【Ａ】いじめ対策委員会で点検対応 

【Ｄ】道徳授業（いじめ教材の活用） 

【Ｄ】運動会（学級の絆づくり） 

【Ｄ】欠席状況の確認(不登校対応) 

【Ｄ】いじめ対策委員会 

７ 

【Ｃ】いじめアンケート実施② 【Ｄ】道徳授業（勤勉・努力 公徳心 等） 

【Ｄ】授業参観・懇談会による啓発 

【Ｄ】保護者面談 

保護者から相談があった事案に

ついて対応・支援の継続 

８ 
【Ｄ】いじめ防止研修会 

  

【Ｄ】夏季休業中のチャレンジ 

  （自分が決めためあてに向けて） 

【D】いじめの早期発見対応に関する

校内研修 

９ 

【Ａ】前期の活動の振り返りまとめ

後期の活動計画作成 

【Ｃ】いじめアンケート実施③ 

【Ｄ】こんなクラスにしよう②  

（評価と後期の取り組み計画） 

【Ｄ】宿泊学習（4 年）→絆づくり 

【Ｄ】いじめ対策委員会 
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 【Ｄ】情報モラル啓発講座（教職員） 

【Ｄ】修学旅行（６年）→絆づくり 

【Ｄ】道徳授業（信頼・友情 敬けん 等） 

【Ｄ】いじめ対策委員会 
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【D】ＰＴＡ教育講演会 

【Ｃ】いじめアンケート実施④ 

【Ａ】いじめ対策委員会で点検対応 

【Ｄ】道徳授業（いじめ教材の活用） 

【Ｄ】自然教室（５年）→絆づくり 

【Ｄ】いじめ対策委員会 
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【A】生徒指導研修会いじめアンケ

ートの分析を行う。 

【P】校内研修でそれぞれの学級に

応じたいじめ対策の計画。 

 【Ｄ】いじめ対策委員会 

【D】教育相談（児童） 

  相談が寄せられた児童に対して 

  現状の確認と継続支援 

１ 

【D】生徒指導研修会 

【Ｃ】学校評価アンケート 

※児童・保護者・職員 

【A】いじめ対策委員会で点検対応 

【Ｃ】いじめアンケート実施⑤ 

【Ｄ】感謝の気持ちを手紙で伝えよう 

【Ｄ】道徳授業（郷土愛 尊敬・感謝 等） 

【A】いじめ対策委員会 

  随時即対応・継続支援 

２ 

【Ｃ】学校評議員による 

学校評価委員会 

【A】アンケート結果を生かす 

【D】授業参観・懇談会 

【Ｄ】６年生の卒業を祝う会に向けて 

【Ｄ】授業参観・懇談会による啓発 

【Ｄ】いじめ対策委員会 

【A】評価のまとめと検討 

 

３ 
【A】年間の活動の振り返りまとめ 【Ｃ】一年間の活動を振り返ろう 【D】いじめ対策委員会 

【A】対応・支援のまとめ 


